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岩槻駅周辺地区まちづくりコンセプト 
上位計画での将来像 

岩槻の強み・弱み 

第２回検討委員会での意見 

岩槻区の将来像 

自然と歴史、文化を楽しむまち 

城下町としての歴史・文化資源のストック 

「人形のまち・岩槻」の知名度・ブランド力 

自然環境や都市公園など充実した緑環境 

観光資源としても魅力ある大都市近郊農業 

広域的な移動に資する道路の利便性の高さ 

中心市街地の商業機能の低下 

公共交通機関（鉄道・バス）の利便性不足 

◇歴史・文化を生かした、にぎわいと魅力ある拠点 

づくり 

◇交通基盤が充実し、交流や連携を育むまちづくり 

◇生活基盤が整った安全で暮らしやすいまちづくり 

◇身近な自然と共生するまちづくり 

まちづくりの視点

◯文化・歴史等の地域資源に関する意見 

◯交通・交流等に関する意見 

◯産業・観光等に関する意見 

第３回検討委員会での意見

◯商業関連の意見 

◯交通関連の意見 

◯観光関連の意見 

『観光面の強化』 

『城下町』 

『人形ブランド』 

『地域資源』 

『産業強化』 

『商業集積』 

『農業の活用』 

『交通利便性』 

『交流人口』 

『回遊性』 

岩槻駅周辺地区に数多く点在する歴史的資源

と、人形づくりをはじめとする歴史に培われた文

化的資源は、岩槻駅周辺地区のまちづくりを特徴

付ける重要な要素です。これらの資源をまちづく

りに有効に活用することで、人びとが何度も訪れ

たくなるような魅力あるまちを創出するため、ま

ちづくりのコンセプトを「歴史・文化」とします。

また、他の要素は、「歴史・文化」を支えたり、

各々の魅力を高めあったりすることで、観光客や

買い物客の楽しみや興味を高めることにつなが

ります。 

さらに、地域の人々にとっても、自分たちが住

み生活する場所に多くの魅力があることを再認

識し、地域に誇りを持ち、いつまでも住み続けた

くなるまちが形づくられます。 

支える

相互補完・ 
相乗効果 

魅力向上 

利便性向上 

魅力づくり 

歴史 

・ 

文化 
商業

自然 

暮ら

し 
交通



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくり方針 

歴史・文化資源

を保全し、まち

の魅力向上を図

ります。 

歴史・文化資源

を活用し、都市

型観光のまちづ

く り を 進 め ま

す。 

歴史・文化資源

の連携により、

にぎわいの創出

に努めます。 

まちづくり 

コンセプト 

観光機能の強化 
主な取組内容 

 

取組の 

方向性 

取組の展開 

岩槻駅周辺地区まちづくりの展開 

他都市との観

光機能比較検

証結果 

・「来る」○ 

・「知る」○ 

・「巡る」△ 

・「楽しむ」◎ 

・「休む」△ 

「知る」機能の強化 

（情報発信機能） 

「巡る」機能の強化 

（回遊機能） 

「楽しむ」機能の強化 

（体験・交流機能） 

「休む」機能の強化 

（観光支援機能） 

「来る」機能の強化 

（交通機能） 

「歴史・文化」 
 

地域が目指す姿 

「城下町としての歴史・文

化が息づくふれあいのま

ち」 

岩槻駅舎の改修 

大型バス駐車場の確保 

観光マップや情報誌等の発行 

サイン計画の作成 

観光案内所の設置 

ストーリー性のある回遊ルートの設定等

景観形成（歴史の小径の整備等） 

レンタサイクルシステムの導入等 

時の鐘等の周辺整備方策検討 

（仮称）岩槻人形会館の整備等 

まつり広場等整備 

特産品等の開発 

ベンチやトイレの適切な配置 

観光交流施設の整備 

観光拠点内への休憩施設整備 

来訪アクセス性の向上 

観光駐車場の適正な配置 

まちの資源・魅力の PR 

誘導サインの適切な配置 

観光案内の充実 

回遊空間の整備 

歴史・文化的景観、修景の整備

まちなか回遊ツールの導入 

歴史・文化資源の周辺整備 

観光拠点の整備 

体験・交流施設の充実 

イベントスペースの整備 

休憩スポットの整備 

休憩施設の整備 

観光付加価値の創出 

 

支える 

相互補完・ 
相乗効果 

魅力向上 

利便性向上 

魅力づくり 

歴史 

・ 

文化 
商業 

自然 

暮 ら

し 
交通 

地下鉄７号線延伸促進 

人 ・ 組織 ・ まちづくりのリーダー 

商業（相互補完・相乗効果） 

◯既存商店街の活性化 

◯魅力ある商業地の形成 

自然（魅力づくり） 

◯地域の豊かな自然に触れる場の充実 

◯農産物直売所など地産地消に役立つ 

情報提供 

暮らし（魅力向上） 

◯利便性の高い住宅地の形成 

◯地域交流の場づくりなど暮らしの 

質の向上 

交通（支える） 

◯歩行者・自転車ネットワークの整備 

◯駅へのアクセス道路、歩行空間の整備



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な取組の展開内容 

岩槻城址公園 

０ 100 200 1,000m 500 

交通 

交通 

自然 

暮らし 

商業 

景観形成 

(歴史の小径の整備等) 

 

時の鐘等の周辺 

整備方策検討 

 

岩槻駅舎の改修 

 

ベンチやトイレの適切

な配置 

 至 大
宮 

 至 
春日
部 

 至 
大宮
 

 至
 
春
日
部
 

地下鉄７号線延伸促進 

観光交流施設の整備 

・駐車場 

・まつり広場 

・観光交流施設 

 （観光案内、休憩、物産販売、

情報発信） 

（仮称）岩槻人形 
会館建設予定地 

凡   例 

● 寺社仏閣等 

● 歴史・文化関連施設 

 名称付きの道 

 広域な人の流れ 

 主要な回遊ルート 

時の鐘

岩槻郷土資料館 

 人形
文化
体感
ルー
ト 

 城
下
町
体
感
ル
ー
ト
 

岩槻駅

岩槻区役所

現区役所敷地

岩槻藩遷喬館

Ｎ 

レンタサイクルシ

ステムの導入等 

観光案内所の設置 

ストーリー性のある

回遊ルートの設定等 

 寺
社
巡
り
ル
ー
ト
 



 

（仮称）岩槻まちづくりマスタープラン骨子案 

 

 

 

序 章 マスタープラン策定の目的等 

１．岩槻まちづくりマスタープラン策定の目的 

２．上位計画における岩槻区の位置づけ 

 

第１章 岩槻区の現況 

１．岩槻区のあらまし 

２．岩槻の強み、弱み 

 

第２章 まちづくりコンセプト 

１．コンセプト設定の考え方 

２．要素別コンセプトの検討 

３．まちづくりコンセプトの設定 

 

第３章 まちづくり方針とまちづくりの展開 

１．まちづくり方針 

２．岩槻駅周辺地区の観光機能 

３．取組の方向性 

４．取組の展開 

５．現区役所敷地整備の考え方 

６．計画の推進に向けて 

７．まちの将来像 

 

資料編 

１．岩槻まちづくり区民検討会議議事録等 

２．まちづくりの事例 

３．観光機能の事例 

  

 

第１章 マスタープラン策定の目的等 

１ 岩槻まちづくりマスタープラン策定の目的 

２ 上位計画における岩槻区の位置づけ 

 

第２章 岩槻区の現況 

１ 岩槻区のあらまし 

２ 岩槻の強み、弱み 

 

第３章 まちづくりコンセプト 

１ コンセプト設定の考え方 

２ 要素別コンセプトの検討 

３ まちづくりコンセプトの設定 

 

第４章 まちづくり方針とまちづくりの展開 

１ まちづくり方針 

２ 岩槻駅周辺地区の観光機能 

３ 取組の方向性 

４ 取組の展開 

５ 現区役所敷地整備の考え方 

６ 計画の推進に向けて 

７ まちの将来像 

 
 



 

 

 

平成２３年度  

岩槻まちづくり区民検討委員会スケジュール（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３回（平成２３年６月１日） 

・岩槻駅周辺地区のまちづくりのコンセプト(案)の検討 

 

第４回（平成２３年８月２３日） 

・まちづくり方針（案）の検討 

 

第５回（平成２３年１０月２７日） 

 ・マスタープラン骨子案の検討 

 

第６回（平成２４年１月下旬頃） 

・マスタープラン素案の検討 

 

第７回（平成２４年３月中旬頃） 

・マスタープラン素案のまとめ 

 


